
共助の社会づくりに向けた施策を掲げる計画等一覧 資料４ 
（１）共助の社会づくりに向けた施策が具体的に記述されている計画

所属名 計画の名称 計画期間 施策の方向性 目標値 今後の予定

多様な機能を
有するコミュニ
ティづくり

　地域住民が互いに助け合いながら、日常は、高齢者
や子育て家庭への支援、環境美化、ゴミ分別・リサイク
ル活動、防犯や交通安全、異世代間交流などの活動
を行い、災害や事故が発生したときには、被害の発
生・拡大の防止や救護活動を行うなど、多様な機能を
有するコミュニティづくりを促進する。

ボランティア・Ｎ
ＰＯ活動の促進

　ボランティア・ＮＰＯに関する広報・普及活動の推進
を図るとともに、具体的な活動機会に関するさまざまな
情報の収集・提供に努めることなどにより、ボランティ
ア・ＮＰＯ活動への参加を促進する。
　また、行政と地域住民やＮＰＯとの協働を推進すると
ともに、ボランティアやＮＰＯが活動しやすい環境づくり
を進めることにより、ボランティア・ＮＰＯ活動の広がりを
促進する。

香川県過疎地域
自立促進計画

　地域社会づくりの重要な担い手として期
待されるボランティアやＮＰＯの活動を活
性化させるため、ボランティア・ＮＰＯ活動
のきっかけづくりやひろがりづくりを促進
し、共助の社会づくりを推進する。

ボランティア・Ｎ
ＰＯ活動の促進
（共助の社会創
造事業）

○ボランティア・ＮＰＯ活動きっかけづくり
　・情報の収集・発信
○ボランティア・ＮＰＯ活動ひろがりづくり
　・ボランティア活動の顕彰や研修会等の開催
　・香川県ＮＰＯ基金制度を活用したＮＰＯ法人に
　対する活動資金助成

なし

水資源対策課
香川県新総合水
資源対策大綱

H14～H22

　水源地域と下流地域の住民の相互理解
が一層深まるよう、ボランティア団体等によ
る自主活動など、多様な交流事業を展開
します。

香川用水水源
地域と下流地
域との交流促
進

　イベント等への住民、ボランティア団体の相互参加な
ど、上下流交流の拡大を図る。

なし

現在改定作業中の
新大綱において
も、継続して取り組
む予定

かがわ男女共同参
画プラン

H18～H22

　ボランティアやNPOの活動に男女がとも
に積極的に参加できるよう、広報・普及活
動、情報の収集・提供の充実、講演会の
開催、ボランティア教育などの推進に努め
ます。

ボランティア・
NPO活動の促
進

・県民活動ボランティア・NPO等の活動情報の収集、
提供
・県民活動ボランティア・NPO等の活動の普及啓発促
進

活動ボランティア数
（ボランティア保険加
入者数）

新たなプラン策定
予定
内容は現行プラン
を継承

民間シェルター
等の育成

　ボランティアの育成と民間シェルターの検討

民間団体との
連携強化

・ボランティアや民間団体との連携強化
・被害者支援を行うボランティアの育成

かがわ青少年育成
ビジョン

H13～H22
　青少年が多様な活動と人間関係を体験
できるよう「みんなで子どもを育てる県民運
動」を推進します。

地域ネットワー
クづくり事業

　小学校区ごとに県民運動推進員を中心とした校区会
議を設立し、あいさつ運動、ふれあい活動を実施

活動実施校区割合
新たなプランを策
定予定

具体的施策とその内容

なし

なし

新たなプラン策定
予定
施策は一部見直し
予定

香川県過疎地域
自立促進方針

H18～H22
　配偶者からの暴力の被害者を支援する
ため、ボランティアの育成やNPOとの連携
に努めます。

県民活動・男女共
同参画課

自治振興課 H22～H27

　地域住民、ボランティア、ＮＰＯ、企業、
行政を含めた全てのセクター（部門）がそ
れぞれの役割分担のもと、地域社会を主
体的に担うとともに、各セクター間の参画と
協働を促進するなど、共助の社会づくりを
推進する。

香川県配偶者暴
力防止及び被害
者支援計画
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所属名 計画の名称 計画期間 施策の方向性 目標値 今後の予定

１　業務戦略
（１）行政の守備範囲の見直し
　○行政の守備範囲の見直し
　　●アウトソーシングの推進
　　「民間にできることは民間に任せる」と
　　いう考えのもと、アウトソーシングを推進
　　します。

提案公募型ア
ウトソーシング

　民間企業やＮＰＯ等、広く県民からアウトソーシング
に関する意見・提案を募集し、県と県民との双方向で
意見交換を通じて、互いに協働する意欲や創意工夫
を促すとともに、民間活力の活用による事業の高度化
（より効果的・効率的な実施手法や体制の構築）を図
る。

　○県民との協働
　　●ＮＰＯ活動の推進

ＮＰＯ活動の推
進

　ＮＰＯ支援のための基金制度を活用したＮＰＯの活
動資金助成、行政・ＮＰＯ相互の理解を深めるための
職員研修やＮＰＯ向けのセミナーの実施、共催・後援
をなどの様々な協働に取り組む。

自主防災思想
の普及

　県民防災週間などにおける住民に対する自主防災
組織の意義の普及、啓発等

自主防災組織
の育成

　自主防災組織の育成、指導等

みどり整備課
香川県みどりの基
本計画

H18～H22
　県民による自主的な活動として県民参加
の森林づくりを促進する。

県民参加の森
林づくりの促進

・どんぐり銀行活動の推進
・里山オーナー制度の展開
・ボランティア活動の支援
・森林センターにおける森林管理技術等の普及

県民の森林づくり参
加者数

新たなプランを策
定予定

互いに支え合
い助け合う福祉
の地域づくり

・地域福祉の総合的･計画的な推進
・住民参加による地域福祉の推進
・福祉のまちづくりの推進

福祉を支える人
づくり

・地域福祉の意識醸成
・福祉人材の養成・確保と資質向上
・地域福祉の担い手の育成

安全・安心と自
立を支える福祉
の組織・連携づ
くり

・利用者本位の総合的サービスの提供
・福祉サービスを適切に利用できる環境づくり
・福祉サービスの情報提供

福祉による地域
づくりの推進

・地域福祉活動に関する先進事例の紹介
・福祉イベントの開催
・広報・啓発活動の実施
・住民参加のきっかけづくり

地域資源を活
用した福祉活
動の推進

　空き店舗等の地域資源を活用するための情報提供

多様なサービス
提供主体による
活動支援

・自治会等の多様な主体による福祉活動の推進のた
め、情報提供や相談体制の充実、広報・啓発活動
・介護予防に関するボランティアである介護予防サ
ポーターの養成とその活用を推進するための「介護支
援ボランティア制度」の導入

ひとり暮らし高
齢者施策

・民生委員の活動や老人クラブの友愛訪問活動
・たまり場づくり、市町社協のふれあいサロン等の普及
啓発

県内認証NPO法人
数、各種ボランティア
登録者数など多数
設定

なし
（県基本構想上は、自
主防災組織の組織率

を設定）

　主体的に参画し、互いに支え合い安全・
安心に暮らせる地域社会の実現

危機管理課
香川県地域防災
計画

定めなし

　災害の軽減には、自らの身の安全は自
らで守る「自助」、自らの地域はみんなで
助け合って守る「共助」、及び行政が支え
る「公助」の理念に基づき、それぞれの連
携及び協働により防災対策を実践すること
が重要である。

長寿社会対策課
第４期香川県高齢
者保健福祉計画

H21～H23

地域福祉計画策定
市町数、介護支援ボ
ランティア制度実施
市町数、ひとり暮らし
高齢者サポーター
（介護予防サポー
ターが兼務）

　互いに支え合い、助け合う地域づくり

なし

具体的施策とその内容

健康福祉総務課
香川県地域福祉
支援計画

H20～H24

新たな計画を策定
予定
「新しい公共」の観
点に基づく項目を
掲げる予定

人事・行革課
行財政改革推進
のための基本指針

H20～H22
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所属名 計画の名称 計画期間 施策の方向性 目標値 今後の予定

子育て支援課
香川県次世代育
成支援行動計画

H22～H26
　地域におけるきめ細かい子育て支援
サービスの充実

地域における
子育て支援拠
点の充実

　商店街の空き店舗や民家、学校の余裕教室などを
活用した身近な場所に、親子の交流や子育てボラン
ティア等による育児相談などを行うつどいの広場の設
置促進に努める。

つどいの広場設置
箇所数、登録子育て
ボランティア活用団
体数、子育てボラン
ティア等スキルアッ
プ研修派遣者数

　障害者が情報通信技術に親しみ、積極的に情報を
入手して、社会に参画できるよう、情報通信技術に関
する講習会を開催するほか、障害特性を踏まえたパソ
コン利用方法の助言指導等を行うパソコンボランティア
の養成を行います。
　聴覚障害者のコミュニケーションを支援する手話通
訳者や要約筆記者、視覚障害者のコミュニケーション
を支援する点訳、音訳等の人材養成を進めます。

共に支えあう社
会づくり

　聴覚と視覚の双方に障害のある盲ろう者の日常活動
の支援を行う盲ろう者通訳・介助員を養成します。

農村整備課
農地・水・環境保
全向上対策事業

H19～H23

　農地や農業用施設、農業用水等の地域
資源について、農業者はじめ、自治会や
婦人会など多様な人々の参加により、地
域ぐるみで保全する活動を推進する。

農地・水・環境
保全向上対策
事業

　本対策への理解促進と取り組む活動組織の拡大に
向けて、市町や地域協議会と連携して、説明会の開催
など推進活動を実施

活動組織数、取組み
面積

体験活動の機
会の充実

・教育課程や学校行事などの見直しによる体験活動の
充実
・集団宿泊学習の実施

体験活動、ボラン
ティア活動を全学年
で年間７日（３５単位
時間程度）以上実施
している小・中学校
の割合

高校生のボラン
ティア活動の推
進

・特別活動を中心としたボランティア活動の実施
・「パワーアップハイスクール推進事業」の実施
・学校外学修の単位認定制度の活用

学校外学修の単位
認定制度を導入して
いる高校の割合

関係機関との
連携の推進

　地域社会のあらゆるバリアを取り除き、互
いに支えあい、誰もが心豊かにすごせるか
がわを実現する。

障害福祉課
かがわ障害者プラ
ン

H21～H23

教育委員会
香川県教育基本
計画

H17～H22

点訳、朗読奉仕員養
成、要約筆記奉仕員
養成、手話奉仕員養
成、手話通訳者養
成、障害者IT活用支
援事業、盲ろう者通
訳・介助員要請派遣

次期プランにも、同
様のものを掲げる
予定

安心して暮らせ
る地域づくり

平成23年度からの
次期計画を策定中
指標については、
ボランティア活動の
実施割合（小中）、
奉仕活動の実施割
合（高校）を掲げる
予定

　自然体験や勤労体験、ボランティア体験
など発達段階に応じた多様な体験を通し
て、子どもたちの自立心や忍耐力、他人
への思いやり、協力しあう心などの社会性
や豊かな人間性をはぐくむとともに、勤労
を尊ぶ心や社会福祉の精神を涵養し、社
会生活における自己の役割や責任の自覚
を培います。

具体的施策とその内容
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（２）共助の社会の基本理念に沿って施策が実施されている計画
所属名 計画の名称 計画期間 施策の方向性 目標値 今後の予定

外国人住民の
自立と社会参
加

　外国人と県民の交流の場の提供と、県内の国際交流
団体や関係機関の連携を深めるために、関係機関、
団体で組織する実行委員会による国際交流イベントを
開催する。

多言語情報の
提供

　日本語での意思疎通の困難な外国人をサポートする
ため、通訳等のボランティアを派遣する事業（国際交
流協会で実施）
　通訳等ボランティアを募集し、要請により派遣する。
　ボランティア育成のための研修も実施する。

第１０次鳥獣保護
事業計画

H19～H23

　県内に生息する鳥獣の種類、分布状
況、生息数の推移等を把握するため、各
種調査を必要に応じて実施するものとす
る。なお、調査の実施に当たっては、必要
に応じて社団法人香川県猟友会、日本野
鳥の会香川県支部等に協力を依頼する。

鳥獣生息分布
調査

　主要な鳥類及び獣類についての聞き取り調査、現地
調査、アンケート調査

なし

　名勝、天然記念物など本県の自然や歴
史、文化を特徴づける文化財の適切な保
護に努めます。
　自然記念物や香川の保存木を指定し、
確実な保護、保全に努めます。

特色ある多様な
みどりの保護・
保全

・名勝、天然記念物の指定及び保護
・自然記念物の指定及び保全
・香川の保存木の指定及び保全

　瀬戸内海国立公園及び大滝大川県立
自然公園において、公園利用施設の充実
を図るとともに、これまでに整備した利用
施設の適切な維持管理に努めます。

快適なみどり自
然空間の創造

　県立公園利用施設の整備と適切な管理

食育の推進
　地産地消専用サイトや地産地消推進員による食育に
関する情報発信と食育実践活動の促進

地産地消の推
進

・産直施設やかがわ地産地消協力店の利用促進
・地産地消を促進する生産販売体制づくりの促進

なし
県総合計画に合わ
せて策定予定

　外国人住民の状況や支援施策の現状な
どを整理･分析し、幅広い分野における多
文化共生に向けた基本的考え方や具体
的施策等を取りまとめ、香川県を外国人に
も暮らしやすく、魅力ある地域とする。

国際課
外国人住民と共に
暮らす香川づくり
推進計画

H18～H22

新たな計画策定予
定

農政課
香川県農業・農村
基本計画

H17～H22

みどり保全課

香川県みどりの基
本計画

H18～H22

　地域で生産された新鮮で良質な農産物
や農産加工品を地域内で消費する「地産
地消」の推進により、県産農産物などの県
内向けの需要拡大と適正かつ円滑な流通
を推進するとともに、地産地消を通じた食
育の推進を図る。

かがわ地産地消推
進員数
かがわ地産地消協
力店数

新たな計画策定予
定

なし

具体的施策とその内容
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